
26 台台健予第６４９号 

平成２６年９月２日 

台東区内 

各医療機関 御中 

 

     台 東 保 健 所 長 

（ 公 印 省 略 ） 

 

デング熱の国内感染症例の行政検査の実施について 

 

  平素より都の保健医療施策に御理解と御協力をいただき厚く御礼申し上げます。 

 デング熱の国内感染症例の発生については、平成２６年８月２７日以降、代々木公園周

辺への訪問歴のある方２２名の患者が報告されています。 

 また、こうした事態を受け、今後デング熱の検査を希望する患者が増加することが見込ま

れるため、東京都は、下記の要件に当てはまる方で、医療機関からの依頼がある場合には、

管轄の保健所を通じ、東京都健康安全研究センターにおいて行政検査を行うことも可能とす

る体制を整備いたしました。 

ついては、貴院関係職員に対して、本件について御周知いただくとともに、デング熱の国内

感染が疑われる方の診療について、御協力をお願い申し上げます。 

 

記 

１ 検査要件 

（１）発症前概ね２週間以内に、都立代々木公園周辺で蚊に刺された者 

（２）突然の発熱（３８度以上）を呈する者 

（３）以下のうち、２つ以上の所見を認める者 

   発疹、悪心・嘔吐、骨関節痛・筋肉痛、頭痛、点状出血（あるいはターニケットテス

ト陽性）、血小板減少 

 ※ なお、上記の要件に当てはまらない場合においても、国内感染が疑われる事例につい

ては、従前どおり、情報提供いただけますようお願いいたします。 

 

２ 症例報告先 

（１）症例に関する報告先は、医療機関の所在地を管轄する保健所となります。 

（２）夜間・休日に報告が必要となった場合には、東京都保健医療情報センター（ひまわり）



を通じ、保健所の感染症担当者まで御連絡ください。 

（医療機関専用 ０３－５２７２－０３２６） 

 

３ 行政検査 

  行政検査を実施する場合、検体確保の御協力をお願いすることがあります。 

（１）東京都健康安全研究センターへの検体の搬入は、保健所が行います。 

（２）検査結果は、保健所から医療機関へ報告します。また、陽性となった場合には、デン

グ熱発生届の提出をお願いいたします。 

 ※ なお、各医療機関における簡易キットによる検査で陽性が判明し発生届が出された場

合においても、東京都健康安全研究センターにおける検査を実施させていただくことが

ございますので、所管の保健所へ御相談ください。 

 

＜症例報告及びウイルス遺伝子検査の流れ＞ 

（１）医療機関においてデング熱が疑われる患者を診察 

（２）医療機関から所在地を所管する保健所（感染症担当部門）に報告（症例報告） 

（３）保健所において検査要件に該当するかを確認 

（４）保健所と都（感染症対策課）において協議の上、行政検査の実施を決定 

（５）保健所から医療機関に行政検査の実施の有無について連絡 

（６）保健所は、医療機関と連絡を取り、当該患者の検体（血清（２ml以上）ＥＤＴＡ採血

管などヘパリンの入っていない採血管）確保。検体は、保健所が東京都健康安全研究セ

ンターに搬入。 

（７）東京都健康安全研究センターで検査を実施 

（９）検査結果は、保健所を通じ医療機関に伝達 

  ※ 結果が判明次第の御連絡となります。 

（10）検査結果が陽性となった場合等は、保健所から医療機関へ発生届の提出を依頼 

 

（問合せ先） 

 台東保健所 保健予防課 感染症対策担当 

  電話 ０３－３８４７－９４７６ 


